
資料３ 人権教育を通じて育てたい資質・能力（「人権教育の指導方法等の在り方につい

て[第三次とりまとめ]」より）                  指導の在り方編 P.7 

 

 

 

 

「人権教育を通じて育てたい資質・能力」 

自分の人権を守り，他者の人権を守るための実践行動 

自分の人権を守り，他者の人権を 

守ろうとする意識・意欲・態度 
人権に関する知的理解と人権感覚とが 

結合するときに生じる 

人権に関する知的理解

「知識的側面」の能動的学習で

深化される 

人 権 感 覚 

「価値的・態度的側面」と「技

能的側面」の学習で高められる 

関連

知識的側面 

○自由，責任，正義，平等，
尊厳，権利，義務，相互
依存性，連帯性等の概念
への理解 

○人権の発展・人権侵害等
に関する歴史や現状に関
する知識 

○憲法や関係する国内法及
び「世界人権宣言」その
他の人権関連の主要な条
約や法令等に関する知識 

○自尊感情・自己開示・偏
見など，人権課題の解決
に必要な概念に関する知
識 

○人権を支援し，擁護する
ために活動している国内
外の機関等についての知
識 等 

価値的・態度的側面 

○人間の尊厳，自己価値及び 
他者の価値を感知する感覚 

○自己についての肯定的態度 
○自他の価値を尊重しようと

する意欲や態度 
○多様性に対する開かれた心

と肯定的評価 
○正義，自由，平等などの実 

現という理想に向かって活
動しようとする意欲や態度 

○人権侵害を受けている人々
を支援しようとする意欲や
態度 

○人権の観点から自己自身の
行為に責任を負う意志や態
度 

○社会の発達に主体的に関与
しようとする意欲や態度 
等 

技能的側面 

○人間の尊厳の平等性を踏
まえ，互いの相違を認め，
受容できるための諸技能 

○他者の痛みや感情を共感
的に受容できるための想
像力や感受性 

○能動的な傾聴，適切な自
己表現等を可能とするコ
ミュニケーション能力 

○他の人と対等で豊かな関
係を築くことのできる社
会的技能 

○人間関係のゆがみ，ステ
レオタイプ，偏見，差別
を見きわめる技能 

○対立的問題を非暴力的で
双方にとってプラスにな
るように解決する技能 

○複数の情報源から情報を
収集・吟味・分析し，公
平で均等のとれた結論に
到達する技能 等 

全ての関係者の人権が尊重されている教育の場としての学校・学級 

（人権教育の成立基盤としての教育・学習環境） 

関連
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視 点 ねらい ポイント・留意点 

自己存在

感を持た

せる支援

を工夫す

る。 

授業に参加してい

るという実感を持

たせる。 

・学習内容や活動に応じた座席の工夫や応答のパターンの工夫

を行う。 

・児童生徒の既習事項や生活態度，興味関心等を把握し様々な

視点から解決できるように課題設定の工夫を行う。 

・児童生徒の学習意欲や習熟の度合いを把握し，課題（題材）

を複数準備したり，ヒントカードを与えたりする。 

・結果にこだわらず，思考過程や学習過程を認める。 

自分が必要とされ

ているという実感

を持たせる。 

・意図的な指名等，一人ひとりが活躍する場や課題を工夫する。

・自由な発想や方法が認められたり，自己選択できる場を工夫

したりする。 

・互いの発言を最後まで聴く習慣や誤答を大切にする習慣を身

に付けさせる。 

・協力して活動できる場を工夫し，互いの考え方や方法のよさ

に気付かせる。 

教師自身が一人ひ

とりを大切にする

姿勢を示す。 

・一人ひとりの名前を呼び，目を見て話す。話をよく聴く。 

・発言しない児童生徒に配慮するとともに，適切な支援を行う。

・承認・賞賛・励ましの言葉をかけ，個に応じた改善課題や改

善方法を示す。 

共感的人

間関係を

育成する

支援を工

夫する。 

自分が受け入れら

れていると実感で

きる雰囲気をつく

る。 

・誰にでも失敗はある，誰もがよさや弱さを持っているという

認識に立って，互いを尊重しあう人間関係づくりを行う。 

・一人ひとりが自由に発言できる雰囲気づくりを行う。 

・教師の意図と異なる考えを抑圧したり切り捨てたりしない。

共に学び合う仲間

だと実感できる雰

囲気をつくる。 

・他者の発言や作品のよさに気付き，学ぼうとする態度を育て

る。 

・自分の考えと異なる意見や感情を拒絶せず，それを理解する

技能を育てる。 

・他者の気持ちや立場を考えて自分の言葉を選択・構成する態

度を育てる。 

・互いの役割や責任を認め合う態度を育てる。 

自己選択

決定の場

を工夫し

て設定す

る。 

 

 

 

 

学習課題や計画を

選択する機会を提

供する。 

・発達段階に応じて，複数の学習課題の中から自分にあった課

題を選択する機会を設定する。 

・発達段階に応じて，学習の見通しをもって計画を立てるため

の支援を行う。 

学習内容，学習教

材を選択する機会

を提供する。 

 

・児童生徒の実態を踏まえて多様な教材・教具を準備し，選択

の幅を与える。 

・自分の習熟の度合いや興味・関心に基づいて，教材・教具を

選択できる場を設定する。 

 

-30-

目次へ



自己選択

決定の場

を工夫し

て設定す

る。 

 

 

 

学習方法を選択す

る機会を提供す

る。 

・児童生徒の実態を踏まえて児童生徒の実態や学習内容に応じ

た学習方法を提示し，選択の幅を与える。 

・課題解決のための情報や資料を準備し，その活用方法につい

て適時助言する。 

・ワークシートやノート整理の方法，学習内容のファイルの仕

方を助言する。 

表現方法を選択す

る機会を提供す

る。 

・児童生徒の実態を踏まえて多様な表現方法を提示し，選択の

幅を与える。 

・考えをまとめるための多様な学習ノートを準備する。 

・相手や内容に応じた表現ができるよう，多様な表現スキルを

提示する。 

学習形態や場を選

択する機会を提供

する。 

・児童生徒の実態や学習内容に応じた学習形態や活動の場を多

様に提示し，選択の幅を与える。 

・自分の課題や方法に基づいて活動内容や場所を選択する機会

を設定する。 

振り返りの方法を

選択し，互いの学

びを交流する機会

を提供する。 

・児童生徒の実態や学習内容に応じた学習成果のまとめ方を多

様に提示し，選択の幅を与える。 

・自他の学習課題や解決方法，学習の仕方やまとめ方等を振り

返って交流する時間を設定し，他者の成果に学ぶとともに，

今後の学習課題や方法について選択・決定できる場を工夫す

る。 
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取り組み 内        容 

人権コーナー等の設置 ・校内や教室内に「人権コーナー」等を設置し，児童生徒

や来訪者がいじめや差別のない人権が尊重される学校・

学級づくりの必要性について考えることができるように

する。 

・児童生徒の作品を展示する場合は，作品に教員や友達の

評語を付けたり，本人のコメントを付けたりするなどし

て肯定的なセルフイメージの高揚や，児童生徒間の相互

理解の促進を図る。 

人権啓発作文・標語・ポスタ

ー作成・掲示 

・人権週間に合わせ，人権啓発に関する作文，標語，ポス

ターづくり等を行うとともに，作品を校内に掲示し，人

権尊重の雰囲気の醸成を促進する。 

人権集会・人権学習発表会等

の開催，学習成果の発信 

・全校集会や学年集会等で児童生徒が他学年・学級の児童

生徒や保護者，地域の人々に学習活動の成果を発表する

機会を設ける。また，学校だより，学級通信，ＰＴＡ新

聞等を通じて，人権学習の成果を校内外に発信する。 

人権教育の指導方法の在り方について[第三次とりまとめ]～実践編～（PP.３～５）より 
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